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ハマースは暫定の統一内閣を結成した。しかし、情勢は楽観を許さない。あるアラビア語の論説は、二〇一六年七月の段階で「パレスチナの分裂を終結させようとする多くの試みが、失敗 てきた」と手厳しい（参考文献①） 。この言葉を裏付けるように マフムード・アッバース大統領 昨年（二〇一六年）の年頭挨拶は、 「統一内閣の組閣に向けた取り組みを改めて約束する」 と述べるものだった （参考文献②） 。 は、ＰＡ（パレスチナ暫定自治政府）の大統領であると同時に、ＰＬＯ
の代表（議長） 、そしてファタハの代表である。その彼が二〇一五年に一方的に決定した再組閣によって、統一内閣は有名無実化しているのだ。　
さらに、二〇一六年一〇月には、
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の正当性を国際的に認められる前提であり、公に否定することは許されない。先ほど見たアッバース大統領の年頭挨拶は、 冒頭から 「和平」に言及するものであった。「我々は、権利と公正、平和を望んでいる。パレスチナ みならず中東や世界の平和は、 〔パレスチナの〕人々の権利の承認とパレスチナ問題の公正な解決なしに実現されることはない」と 言葉に他意はないだろう。パレスチナ人組織による自爆攻撃が続いた二〇〇二年頃 、 「暴力の停止 をＰＡを代表して呼びかけた は、アッバース大統領その人である（当時は首相） 。ところが、パレスチナ社会から見れば、現在 イスラエル政府を率いるビンヤミン・ネタニヤフ首相 、かつて和平プロセスを最初に停滞させた強硬な指
導者という印象が強い。オスロ合意の成立に尽力したあるイスラエル人研究 は、かつてのネタニヤフ政権（一九九六～九九年）について、端的に「失敗」と言い放っている（参考文献③、 九七ページ） 。　
現状では「和平」が進展する可
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